
 

［成果情報名］びわ産地経営シミュレーションシステムの開発 

 

［要約］びわ産地経営シミュレーションシステムは、びわ農家データベースを基にして、園地視 

覚化ツール、経営シミュレーション及び産地シミュレーションで構成され、露地びわの品種更 

新の経営収支や産地分析・予測等ができる。 

［キーワード］品種更新、びわ、産地活性化、視覚化、シミュレーションシステム 

［担当］農林技術開発センター・研究企画部門・研究企画室 

［連絡先］（代表）0957-26-3330、（直通）0957-26-4328 

［区分］総合・営農、果樹 

［分類］普及 
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［背景・ねらい］ 

 従事者の高齢化や 2006年の台風などで被害を受け、縮小傾向にあるびわ産地の活性化を図るた

め、農家・園地情報のデータベース化、視覚化ツール、経営及び産地計画策定を支援するシミュ

レーションツールを開発する。 

 

［成果の内容・特徴］ 

 

１．びわ産地経営シミュレーションシステムは、びわ農家データベースに蓄積した従事者や意向

等の農家情報と品種・樹齢等の園地情報をもとに、情報別に園地を塗り分けする園地視覚化ツ

ールと経営収支試算や産地予測を行う産地・経営シミュレーションツールで構成する（図１）。 

 

２．園地視覚化ツールでは、品種・樹齢別に園地を区分し、農家、園地、作業課題や委託意向な

ど情報別に塗り分ける。これにより、高齢農家の園地や品種、老木の分布などの現状把握や品

種更新、流動化、委託等の推進対象の絞込みなど振興策の実施に向けた合意形成の促進が可能

となる。 

 

３．経営シミュレーションは、露地びわの品種更新計画を入力し、植栽経過年数による収量変動

を踏まえ、20年間の品種ごとの所得や労働時間など経営収支を試算する。経営の実情に応じた

設定ならびに繰り返し試算が容易で、年次ごとの損益分岐点分析による経営の安全度も判断で

きることから、品種更新時期や規模など所得向上に向けた経営計画策定を支援する。 

 

４．産地シミュレーションは、高齢化に伴う園地面積の減少や後継者の就農、品種更新構成など

を設定し、産地(集落)全体の面積、売上、雇用労力等を予測する。主な設定を即時に変更し、

試算を繰り返すことができるため、産地の動向予測や多様な前提条件による予測が可能である。 

  

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．産地の動向予測、品種更新計画、産地の合意形成等のびわ産地活性化に取り組む際に活用で

きる。 

 

２．データベースは Microsoft Access、園地視覚化ツールは Microsoft Visio、産地・経営シミ

ュレーションは Microsoft Excelで作成している。  

 

３．シミュレーションの設定単価・収量等の設定は実績値等により変更できる。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

データベースを呼び出し 

びわ農家データベース(Access) 園地視覚化ツール(Visio) 

○農家・園地データ入力 

○データ集計・管理 

○課題・要望等意向の把握 

○農家帳票作成 

園地を品種・樹齢区分で塗り分け 

○塗り分け表示項目 

 ・農家（従事者、年齢等） 

 ・園地（品目、品種、樹齢等） 

 ・作業ごとの課題や委託意向 

 ・経営体の従事者予測結果 

データベースとリンク 

産地・経営シミュレーションツール(Excel) 

露地びわの品種更新や高齢化を加味した経営収支並びに産地（集落）全体の従事者、園地、売上等を試算する。 

 

 

  

経営シミュレーション 

 

  

上記のほか年次別、園地別収支、労働時間等を計算表示 

集落・農家選択、就農・品種更新計画を入力後データ転送 

［具体的データ］ 

図１ びわ産地経営シミュレーションシステムの構成 

［その他］ 

研究課題名：びわ産地の復興と経営再建のための営農計画策定・評価手法の開発 

予算区分：県単  研究期間：2008～2010年度、研究担当者：清水一也、土井謙児 

農家の実績に応じ

収量も変動可能 

 

 

 

 

○年次別損益分岐点分析結果表 

 

  

○総括表 

 

   

産地シミュレーション 

 

  

  

 


